
世界の平和を願い、
仲間との心のふれあいを大切に

～原爆、仲間との活動、人の心を深く感じて～

入学式から早いもので２か月がたちました。
１年生の皆さんがおおぐろの森中学校の一員とし

て、「自律」を目指して自主的に行動し、心豊かに明
るく挨拶をかわす姿を見ると心が温かくなり、うれし
くなります。

さて、先月行われたＧ７サミットの広島開催は、ウ
クライナ情勢が緊迫化し、核兵器使用のリスクへの懸
念の高まりとともに、人類存続の危機に陥りかねない
という不安が世界中に広がる中、Ｇ７各国が、世界の
平和と持続的な発展に向けた対話の場所として広島の
地を選んだことは「国際平和文化都市」としての広島
の発信力を重視したことの表れであります。現在、ロ
シアによるウクライナ侵攻が世界的な問題となり、連
日報道されています。この問題を皆さんはどのように
捉えているでしょうか。いよいよ、中学校で初めての
校外学習です。原爆の図丸木美術館は、画家の丸木位
里・丸木俊夫妻が、共同制作《原爆の図》を、誰でも
いつでもここにさえ来れば見ることができるようにと
いう思いを込めて建てた美術館です。世界唯一の被爆
国である日本人として、この絵を鑑賞して皆さんは何
を感じるでしょうか。

また、森林公園でのオリエンテーリングでは仲間と
協働して目標を達成する喜び、そして仲間の心や多様
なものの考え方（多様性）に触れ、より一層人間力を
高めてもらいたいと思います。
皆さんが作ったスローガン『じぶんで考えて行動し、

お互いのりかいを深め合い、これからの学校生活につ
なげられる校外学習にしよう』学校教育目標「じりつ」
の文字を大切にしてスローガンを作ってくれたことに
感謝、感謝です。原爆を感じ、お互いを理解する旅、
友達の良さをたくさん見つけて、真の友情を深めてい
ける校外学習となることを願っています。

前川 秀幸


